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2022 年３月期 連結業績予想と実績値との差異及び剰余金の配当に関するお知らせ 
 

 

2022 年３月 11日に公表しました 2022 年３月期連結業績予想と本日公表の実績値に差異が生じ

ましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、2022 年５月 12 日開催の取締役会において、下記のとおり、2022 年３月 31 日を基準日と

する剰余金の配当（期末配当）を、2022 年６月 28 日開催予定の第 60 期定時株主総会に付議する

ことを決議いたしましたので、併せてお知らせいたします。 

 
記 

 

１．2022 年３月期連結業績予想と実績値の差異（2021 年４月１日～2022 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主 
に帰属する 
当期純利益 

１株当たり
当期純利益

前回発表予想(Ａ) 
百万円
26,560

百万円
1,110

百万円
1,320

百万円 
930 

円 銭
34.70

実績値(Ｂ) 26,585 1,099 1,468 1,486 55.47 

増減額(Ｂ－Ａ)   25 ▲10 148 556 ― 

増減率(％)    0.1 ▲1.0 11.2 59.9 ― 

(ご参考)前期実績 

(2021 年３月期） 
22,280 1,404 1,622 1,608 60.03 

 

（差異の理由） 

売上高及び営業利益は、前回発表予想と同水準となりましたが、経常利益は予想以上に円安

が進行したことにより為替差益が増加し前回発表予想を上回りました。また、親会社株主に帰

属する当期純利益は、上記要因に加えて、米国子会社の不適切経理に関する調査費用を保守的

に見積り過ぎたこと及び法人税等調整額を過大に見積もっていたことにより、前回発表予想を

大幅に上回る結果となりました。 

 

２．剰余金の配当の内容 

 
決 定 額 

直近の配当予想 
（2022 年３月 11 日） 

前期実績 
（2021 年３月期） 

基 準 日 2022 年３月 31 日 同左 2021 年３月 31 日 

１株当たり配当金 ８円 未定 10 円 

配 当 金 の 総 額 214 百万円 ― 267 百万円 

効 力 発 生 日 2022 年６月 29 日 ― 2021 年６月 29 日 

配 当 原 資 利益剰余金 ― 利益剰余金 



   

（理由） 

当社は、株主の皆さまに対する利益還元を最重要政策として位置付けており、将来にわたる事

業展開のための内部留保の充実などを総合的に勘案し、株主の皆さまには、連結配当性向 30％

を目標とする配当を通じて業績に応じた利益還元を行うことを基本方針としております。 

前回発表予想では、通期の業績予想が大幅に悪化していること及び経済状況の不透明感から、

当期末の配当予想を未定としておりましたが、実績が予想を上回ったことを踏まえ、基本方針に

立ち返り、2022 年３月期の期末配当を８円とし、年間配当１株当たり 16 円（中間配当 ８円、

期末配当 ８円）を実施することといたしました。 

 

（参考）年間配当の内訳 

 

 

以 上 

 

 １株当たり配当金 

基 準 日 第２四半期末 期 末 年 間 

当  期  実  績 ８円  ８円 16 円 

前 期 実 績 
（2021 年３月期） 

７円  10 円 17 円 


